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奇跡より大切な信仰（ヨハネ4:43-54）
　今日、イエス様が自分の故郷に行くときに「預言者は自分の故郷では尊敬されない」ということをおっしゃって故郷に戻られました。そこがガリラヤという地方です。そこはイエス様が以前、結婚式に行かれて水をぶどう酒に変えられる第1の、初めてのしるし、奇跡を行われた場所です。一番最初にイエス様がだれなのかを示すための奇跡でした。そういう意味で非常に恵まれたところでもあります。けれども、イエス様はそこでは受け入れられないのです。その場所にもう一度戻ります。しかし、そこの多くの人がイエス様を歓迎したと書いてあります。この歓迎というのはイエス様の言葉と矛盾しているかのように見えます。彼らの歓迎ということはイエス様が望んでおられるようなものではないということです。それでその状況の中で王室の役人の人が自分の息子がひどい病気に罹っていたのでイエス様がエルサレムからガリラヤの方に来られることを聞き、そこへ走ってきてイエス様にお願いをする場面です。下りて来て「私の息子を癒してください。助けてください」と言います。そのときイエス様がおっしゃいました。「あなたがたは、しるしと不思議を見ないかぎり、決して信じない」これは王室の役人に向かっておっしゃった言葉ではないと思います。王室の役人というのはイスラエルの人ではありません。その人がイエス様がガリラヤに来られたという噂を聞いて、そのイエス様にお願いをするために来ました。最終的にはイエス様のことを信じだとなっています。ですから、今おっしゃっている言葉は彼に対しての言葉ではなく彼の信仰を見て最初のしるしを行われた、またイスラエルの民であるガリラヤの人々に向かって「あなたがたの信仰はどこにあるのか」という責めるような、叱るような言葉ではないでしょうか。そういう意味でしるしを見ない限り信じないというのは、しるしを見ると信じるという意味ではありません。しるしばかり求めて、なかなか信仰には入らないという意味です。最初の奇跡を行ったのであれば他のところではそのような奇跡はまだありません。それならば彼らはだれよりも先にイエス様のことを信じないといけません。でもまったく信じる信仰などは見られません。けれども、イエス様の方にうわーっと集まります。なぜかというとしるし、奇跡を求めているからです。「イエス様は奇跡を行う不思議な方であり、すごく偉い人ではないのか。そこに行けばなにかがあるのではないか」という思いで集まってきているだけであって、イエス様が望まれる私たち人間、また人生にとって一番大切な信仰はまったく持っていません。そういう様子、光景をイエス様は見ながらおっしゃっているのです。だから、ガリラヤに入る前から「預言者は故郷では尊敬されない」という言葉を先におっしゃって、入って見れば皆集まってきているのですが、イエス様の目には全部見えますから、信仰はひとりも持っていません。その中で異邦人の役人が息子の病気のゆえにイエス様を信じる信仰をもってイエス様の方にやってきました。その様子を比較し比べながら「いったいあなたがたはなにをしているのか」という意味です。それでその役人に向かって「帰って行きなさい。あなたの息子は直っています」と言われます。そして、彼が帰る途中、しもべたちと出会って「息子が治りました」と言います。「いつ治ったのか」とイエス様に言われていたので気になって時刻を聞きました。すると、言われたときと同じタイミングでした。それで故郷のイスラエルの人は水をぶどう酒に変えられる奇跡を見たにもかかわらず、だれも信じて受け入れることがないのに、異邦人の役人は自分も自分の家族も皆イエス様を信じたと書いてあります。そして、これを第2のしるしとおっしゃっています。第1のしるしがあって第2のしるしがありました。しるしというのは何かを示すための意図のある奇跡と言う意味です。イエス様の今日おっしゃる言葉、またイエス様の第２の奇跡、役人がイエス様のことを信じた場面、それに「故郷では預言者はまったく尊敬されない。あなたがたはしるしを見ない限りはなかなか信じない者だ。信仰のない者よ」と責められる様子などを見ながら、私たちはこのような質問を自分自身に問いかけないといけないと思います。

私たちの人生においてもっとも重要なことは何でしょう。私たちの人生においてなにより一番必要なものとは何でしょうか。それが何だと皆さんは思っていらっしゃるのでしょうか。本当にそれはしるしでしょうか。奇跡でしょうか。ものすごく驚くべき奇跡でしょうか。あるいは私たちの今の現実や環境をひっくり返すことができるようなものすごい力、パワーなどがあれば人生は幸せになれるでしょうか。そういうものが必要なのでしょうか。皆さんの人生の中で何が一番に必要なものでしょうか。なにが一番重要なものでしょうか。その質問です。そのために私たちは神様を離れている人生の姿がなにか分かればその答えが得られるようになるでしょう。それが本当に分かれば正しい答えが得られるようになると思います。人は神様によってつくられた者です。だから、神様とともに神を信じる信仰によって神様に祝福されてこそ幸せに生きることができる、パワフルに丈夫な人生を生きることができる存在です。その人間が罪によって神様から離れてしまうようになりました。その神様から離れてしまったということはどういうことなのか皆さんご存知でしょうか。それはどこかの宝石が盗まれた、あるいは携帯を失くしたというようなことではありません。神を失い、神から離れてしまったということは、その人生の根本からどうにもならないように滅びの運命に捕らわれて束縛されるようになってしまったということです。根本から滅びるしかない、運命の勢力に捕らわれたというのはどういうことなのでしょうか。皆さんそのことが何かご存知でしょうか。この神様から離れてしまったということは、単に神様のことをよく知らない、それに対しての知識がないという知識の問題ではありません。人生全般の問題であり、永遠にかかわることであり、しかも根本的な問題です。単純なことではありません。なにかをどうすれば、またなにかがどう変わればそれによってどうにかなるような状態ではありません。ぜひ覚えていてください。今日、イエス様がおっしゃったような言葉が私たちに当てはまるようなものにならないように、預言者が自分の故郷ではまったく認められないとならないように。彼らは自分の人生の中でなにが一番必要なのか、なにが一番大事なものなのかに対して理解がありません。だから、奇跡やしるしばかり求めて、偉いこと、すごいことばかり求めます。すごいことがあれば人生が変わるのでしょうか。神様から離れてしまった人生が何なのかがよく分かっていないからです。なにがどう変わろうが根本からどうにもならない、滅びの運命に捕らわれているような状態です。その人の肌色、肩書、学歴などと一切関係ありません。その人の人柄、品性、人格、道徳心などとも一切関係ありません。だれであってもすべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができません。それで聖書には生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれると言われます。だれひとり例外がありません。これが神様から離れてしまったということです。
今日、礼拝を捧げている今、このときに、そして、これから1週間ずっと皆さんの脳裏の中に神様から離れたということはいったい何なのかということに対して思い続けるようになることを祈りたいと思います。そうすると皆さんは成功します。皆さんが悩んでいるほぼ９９％の問題は解決されるようになります。約束します。皆さんいったい何を考えているのでしょうか。神様から離れてしまったということはいったい何なのか。その人生の状態はどのような状態なのか。そのようなどうにもならない状態なので、これはどこに行っても教えてもらえない、なにをどう頑張っても気づけない秘密です。神様の恵みの他には知ることができないものです。世の中では、学校で教わることなどでは、このことを知らないがゆえに人間がどうにかできるような存在、人間には無限の可能性があるかのようなことを大前提にしてすべての教育が成り立っています。それに私たちはもう洗脳されているものなので、これに吟味して集中していただきたいと思います。神から離れている以上、なにがどう変わろうがどうにもならない、滅びの状態です。クリスチャンの私たちが心からこれに気づいて認めているかどうかが鍵です。そうならば聖書の証言通り、また歴史をとおして私たちが見ているように、どんなに頑張ってまじめに努力をしてもだめです。努力そのものは悪くありません。でも、神様から離れているというのは努力が通じない、宗教的な熱心が通じない、そのような滅びの状態であることを、ぜひ覚えていただきたいと思います。それがカインから見られるものです。どんなに真面目に誠意をもって頑張ってもそれが通じない問題です。それから、努力すれば豊かになれます。頑張れば豊かに裕福になれます。でも、どんなに豊かになり裕福になったとしてもだめです。神様から離れている以上は。本当にそのように皆さんは思っていらっしゃるのでしょうか。これがすべてです。聖書が、神様が皆さんに今も言いたいことはそれしかありません。神から離れているということがどういうことなのか知っているのか。豊かさは悪くありません。でも、それも人生を変えることはできません。
それから、どんなに頑張って知恵を絞って研究を重ね発展を遂げたとしても、人類は人生は変わりません。それが神から離れているということです。神様から離れているということの恐ろしさです。勉強が悪くありません。知恵も悪くありません。発展と遂げるということが悪いことではありません。でも覚えていてください。神様から離れている以上、その発展というものは何の役にも立たないということを覚えていてください。それほど絶対、不可能な難航不落のような問題です。それをひとりひとり生まれたときから全人類が抱えています。ですから、神様から離れている以上、皆さんが考えているどんなにすごいこと、どんなに良い条件、よい環境に恵まれるとしても、またどんな変化があったとしても人間には真の幸せは絶対にありえません。そして、真の平安と安らぎは絶対に味わうことができません。神から離れている以上、人間には本当の意味で希望など持つことはできません。人生に光などは存在しません。皆自分で勘違いし思い込んでそういうことを作り出し、「こうしようじゃないか」と叫んでいるだけであってありません。神から離れている以上、人間にはどんな人生であろうが真の幸せと安らぎ、希望はありません。その代り、それを求めて一生懸命頑張って汗をかき悩みながら、またあくせくしながら、ときには喧嘩や戦争をしながら幸せやなにかを手に入れるために頑張るのですが、神から離れている以上、人間には虚しさが残るだけであって、いつなにがどう変わろうがいつも心の中に消えない不安を抱えて人生、最終的には疲れてしまうようになります。これが現状です。そして、なにかの物に必ず束縛され、そこから逃げることができません。それが人間的なレベルで言ったときにはよいもの悪いものいろいろあるでしょうが、とにかくなにかに束縛され、捕らわれ自由になることができません。それが神様から離れている人の状態です。皆さん、覚えていてください。今まで皆さんの人生をふり返ってそのことが検証できないでしょうか。神様は皆さんを召され、いのちを与えることによって、このようなお話に心から「アーメン」と言い、研究しなくてもこれは心から信じることです。2部の礼拝で私たちの信仰の特徴について申し上げるつもりなのですが、研究して理解するものではなく信じられるものです。皆さんが救われたことによって、世の中の人は馬鹿にしてとんでもないと思っているこのお話が信じられるようになることが、いのちがあるということなのです。神様から離れていること、それがどれほどまったく絶望的な状況なのかということを、ぜひ覚えていただきたいと思います。皆さんもやるだけのことをやってきたのではないでしょうか。私はやりました。堕落もしてみました。落ち込むこともやってみました。自分なりに最善を尽くし、良心に従い人に迷惑をかけないでルールを守りながら徹底的な生き方をしてみました。ときには勉強に没頭し、不安のあまり自分を守るために、勉強に没頭し皆さんがうらやむほどの成績まで上り詰めたこともあります。しかし、私に幸せは訪れてきませんでした。自分の人生は根底の方から変わることはありません。私は知りませんでした。神から離れている以上、それ自体が良いか悪いか別として、まったく自分の人生に根本の方から効果がない、効き目がないということが分かっていませんでした。神様から離れている人生の恐ろしさを知らないから馬鹿にしていました。今、全人類が神から離れていることの絶望、恐ろしさ、不可能な状況を馬鹿にしています。ヒューマニズムがああだ、こうだ、世界が手を取り合ってこうすれば人類が変わるとかいう話をしています。頑張ることは悪くありません。しかし、皆さんぜひ覚えていてください。その努力と頑張るということは別の意味があって、またクリスチャンの努力、頑張るはまた別の次元のお話になります。まずは神から離れていて、神を知らない、神様を信じることの信仰をもっていないということがどれほどの滅び、まったく絶望的な状況、状態なのかということをぜひ覚えていてください。

しかし、このことが分かっていないがゆえに、人々はしるしを求めて奇跡を求める人生に走るようになります。奇跡が悪いわけではありません。後で申し上げますが、イエス様も奇跡の主です。今もイエスの御名によって奇跡は現れます。でも、奇跡を求めるものではありません。しるしを求めることではありません。神から離れている人生の不可能な状況がなにか分かっていないので、つまり、私たちの言葉で言いますと霊的な事実、霊的な問題がなにか分かっていないので、すべてを肉体的に肉のレベルで考えるしかないのでしるしを求めるのです。奇跡を追及して従っていくようになります。そのうち信仰からはまったく縁のない人生を走るようになります。奇跡を求めるというのは必ずマジックのように奇跡ばかりを意味するのではありません。どうにもならない、疲れている人生、悩みだらけの人生、束縛されている人生、逃げ出した人生の不幸な状況なので「そこからどうにかなりたい」という気持ちは分かります。自分でどうにかならないので、頑張ってもだめなので超越的な能力、もっと分かりやすい言葉で言うとすごいことなどを求めるようになります。そして、サタンはこのような人間の心理、状況をよく知っているので、終末においてはこれらを利用して人々を惑わす、誘惑すると聖書に預言されています。終末の時代はあちこちで「私が神だよ」と言いながら、ものすごい奇跡としるしをもって人々を惑わすと言われています。なにか人間の力をはるかに超えたものすごい力などがあれば、多くの人が苦しいから、大変なので、どうにか逃げたいので、分別もないまますごくたいしたところに皆引っ張られていきます。前にも1回申し上げましたように、大阪の教会で私が奉仕していたときに京都から通っていたある信徒さんが車の中でこのような報告をしました。噂が立っていた京都のある教会に1回行ってきました。そこでは1時間くらい皆、大声を出して「わははは」と笑うようです。それでそうすることによって病気の人がいやされたり、うつの人が治ったりということがたぶんあったのでしょう。それから、リーダの人がそのような部分で少し進んでいるので、もっと不思議な何かを見せたりします。それで、人がうわーっと奇跡やしるしを求めて集まります。今疲れているから。今答えがないわけですから。どうにかしたいという気持ちでいっぱいです。神様から離れているということを知らないので。それで、その報告をした当時、教会があまり成長していなかったときなので、なにか批判的に言いつつ「うちらもどうにかなんとかしなきゃいけないのでは」というニュアンスです。「私たちに聖書から見て足りないものがあればそれを反省しつつ補ってしないといけないと思います。ただ人が多く集まるからと言って聖書と関係ないものを、たとえ奇跡だとしても奇跡が現れる、不思議なことが見られるからと言って、それを導入してやることにはいきません。それは私はできません」という話をしたことがあります。それから、何年か後にその教会がテレビのニュースに出ていて大騒ぎになり閉鎖されるようになってしまいました。閉鎖されたからではありません。終末の時代はもう一度申し上げますが聖書は奇跡だらけです。奇跡を否定するわけではありません。今申し上げたのは、聖書が言いたいのは神様から離れているということがどういう状態なのか分かっていないがゆえに、一番大切なもの、一番必要なものが隠れて奇跡ばかりを求める状態になるということです。それが今ガリラヤの人だけでしょうか。私の今までの経験、見てきたことによりますと、特に韓国の場合はキリスト教会、聖書を教えている50％以上が皆同じ傾向、同じパターンです。人を集めるためにどうにかいろいろな手段を探し、人々が見たときに「すごいな。なにかあるな」というようなことを導入してやろうとしています。もう一度言います。奇跡はあります。皆さんにも奇跡が現れることを私は信じております。しかし、奇跡を求めることではありません。それはどこか一番大事な部分が欠けているからではないでしょうか。今イエス様はそれを最初から指摘しておっしゃっています。何かを超越するような、それが見るには奇跡、不思議に見えるのですが、結局皆心の中では肉的な解放を求めているだけであって、なにかの変化があったとしてもそれが表面的な変化に過ぎないものになります。もう一度申し上げますが、人生の根本のところの治療と根本のところの変化とは全く無縁です。無関係です。結局、皆苦しいから、辛いから、虚しいから、心の中が空っぽなのでなにかを求めます。それをサタンが利用し、人が文句を言えないような奇跡、しるし、不思議なワザを見せながら人々を惑わします。方向が完全にずれるようになります。奇跡ばかり求めているので。そのような状態で、結局、方向がずれるようになるので最終的には失敗に終わるしかないものです。今の時代はそのようなことをよりわきまえて、分別を持っていないといけません。どんどん複雑になって行くし、時代の中で皆、翻弄され苦しくなっている状況で、どこを見ても答えが得られません。そこで奇跡、不思議などを提示することによってクリスチャンでさえ心が動かされ惑わされるようになります。だから、はっきり答えを持っていないといけません。私たちは奇跡やしるしを求めるものではありません。つまり、人生において最も大事なもの、一番に必要なものは奇跡ではありません。なぜでしょうか。神様から離れているということがなにか分かれば、人生において一番大事な、重要なものは、つまり、人生の最高の宝に当たるものは、神から離れている根本の問題を解決し、人生の本質を解決すること、それが何より重要であって一番に必要なことではないでしょうか。つまり、神から離れて滅びの運命に、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた、その運命の状態、しかも、だれも信じないでしょうが、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる霊的な運命に縛られている状態のままでどこに幸せがあるのでしょうか。その問題を解決するための神の答え、神の約束、唯一の道キリストしかありません。だから、「キリストが絶対的に必要です。キリストこそが人生において最も大事ななにより一番必要な答えです」となります。キリストと奇跡を切り替えることは絶対できません。そういう意味です。イエス様が水でぶどう酒を造られたときは、水でぶどう酒を造られた奇跡を見て皆びっくり驚かせるためではなく、「この方はいったい誰なのだろう。なるほど、神から離れていた私たち、今まで申し上げましたようになにをどうしても絶対に希望がなかった私たちの唯一の希望であるキリスト、待ちに待っていたキリスト、その方ではないのか。イエスはキリストです」というメッセージのために、それを知らせるために、それで皆がイエス様をキリストとして信じる信仰を持ってもらうためにあった奇跡です。それしか希望がないから、奇跡では人生変わりません。奇跡では人生は救われることはありません。キリスト以外にはありません。人生において一番大切なものはキリストです。なにより絶対的に必要なのはキリストです。
そして、初めてのしるしもそうだし、今日第2回目のしるし、死にかかっていた役人の息子を御言葉をもって癒された、それが第2のしるしと言われています。それはどういう意味でしょうか。絶対的に必要な、何より重要なキリストその方が、今イエス様はガリラヤの故郷では認められないし、故郷では尊敬されない、皆奇跡ばかりを求めてなかなかイエスがだれかを見抜く人もいないし、信じる人がだれもいない中で、唯一、異邦人の役人が信じました。「そのイエス様こそがキリストです」というお話です。そのことに気づくことが人生において何より大切です。そこにしか希望はありません。それだけに治療があり、それだけに幸せがあり、それだけに解放があり、それだけに希望があり、それだけに安らぎがあります。これが人生です。これが聖書です。これが歴史です。人生において何より大事なのはキリストなのですが、イエス様が、キリストがただ待ちに待つ方ではなく、目の前に来られている、今しるしを行っていらっしゃるイエス様こそがそのキリストだと、そのイエス様をキリストとして信じる信仰が求められます。その信仰こそが真の救いへと私たちを導くものです。つまり、人間に必要なのは、人生に絶対的に必要なのは真の救いにたどり着く信仰です。つまり、「イエスはキリストです」という信仰です。だれでも簡単です。そして、だれでもこれが必要です。つまり、イエス様のしるし、奇跡と言うものはこの信仰にたどり着くため、信仰のために、そして、この信仰を持っているがゆえに信仰によって現れる奇跡、これが奇跡です。今は目を開けて聞かないといけません。「いつも聞いている話、分かっています」というかもしれませんが、昨日もYouTubeをとおして見ましたが今、韓国、世界の教会は大変です。「どこの宗教にも救いがあり仏教の神はキリスト教の神と同じ神で、ただ名前が違うだけです。だから、皆、手を取り合って世界平和のために祈りましょう」という流れが全世界の流れです。どこに進んで行くつもりなのでしょうか。皆さん、分かっている、そういう話ではありません。この時代の暗闇の勢力との戦いなのです。イエスはキリストです。イエス様だけがキリストです。それを信じる信仰が神様が望まれることであり、私たちにとってなにより必要なものであり、たとえ奇跡を見なくてもお話を聞いて信じれば、それこそが奇跡です。だから、心の中で整理してください。皆さんの人生の中で、また人類の中で何が一番大事なのでしょうか。イエス様がキリストだと信じる信仰です。これを馬鹿にして奇跡ばかりを求めるからイエス様は怒っていらっしゃるのです。その奇跡も信仰を持ってもらうために行って見せてあげたものなのに、奇跡ばかり見てイエス様の本来の意図、目的は無視するのです。これは比べるものにならない小さい例えですが、親が子どもに「あなたが今度10位以内に入ればあなたの好きなiPadで一番容量の大きいものを買ってあげるよ」と言ったとします。iPadを買ってあげるということはiPadが問題ではありません。「だから、あなたは勉強して成績を上げなさい」ということが目的なのに、勉強することはさっぱり忘れてiPad、iPadとなっているとそのiPadとおっしゃったお父さんは頭がおかしくなります。逆に言わない方がましかもしれません。意味が分かりますか。水でぶどう酒を作り、病気の人を治したりしたのは、病気が治るのはもちろん大切ですがそうではなく、「それをなさったイエス様を見なさい。わたしが救い主キリストです。わたしを信じるとあなたがたは永遠のいのちを持つ。わたしを信じる者は救われます。そこに幸せがあるよ」とあなたがたの真の幸せのためにおっしゃったのに、奇跡ばかりを見てイエス様はもうどうでもいいのです。イエス様を見ながらも奇跡ばかり求めています。今イエス様を信じている礼拝を捧げているクリスチャンの中にもそのような気持ちでいっぱいの方が多いのです。だから、それを別の言葉で言うと霊的な問題が治らないと言います。そういう状態です。一生懸命なのかどうかは関係ありません。

ある人が自分のお母さんがその人のこれからの運勢のために娘の生年月日を自分の町の有名な占い師の方に聞いてみたようです。すると、今年9月に死ぬ運命だという判断が出たようです。それから、娘にこれを知らせるかどうか心配して、結局知らせました。娘もショックを受けて旦那さんに話すと、旦那さんは「なんでここに住んでいる人があっちの町の占い師に聞くのか。こちらの町の占い師の方に聞こう」と話しました。それはこっちに聞けば違う答えが出るだろうと100％そのように信じて出したら、まったく同じ答えが出ました。だから、これはもうびっくりでしょう。心配で心配で、怖くて怖くて、そのときに事情を聞いた教会に通うあるおばあさんに誘われ、水曜日の礼拝に来て牧師から福音を聞きイエス・キリストを受け入れました。汗びっしょりになってイエス・キリストを受け入れたそうです。死ぬことが怖くて。それで彼女は変わりました。9月が何回も過ぎたのですが今も生きています。それは奇跡ですよね。でも、彼女は大変な問題をとおして奇跡を求めたでしょう。それを通してイエス・キリストに出会いました。それからは変わるべきです。彼女はこのように告白したそうです。自分のお証しでしょう。「私は今死んでも構いません」死ぬことが怖くてどうしたら死なないで乗り越えられるかという奇跡ばかりを求めていたものが、イエス・キリストと出会って「死んでも構いません」となりました。大切なのは信仰です。義人は信仰によって生きる。義人は奇跡によって生きるわけではありません。信仰によってです。これから皆さんの人生の中で、自分の中でなにが一番大事なものなのか、なにが一番必要だと思っているのか自分自身に自問自答しながらその答えを整理してください。それで結論的に皆さんはイエスをキリストだと信じて受け入れた方です。そのイエス様はキリストだという信仰告白を皆さんの中で最高の位置においてください。それから、最優先の告白、事項として持っていてください。なにがどうあろうが最高のところに置いてください。皆さんの環境、現実、病気、世の波風、家族のああだ、こうだなどが、触ることができないところ、最高の位置にイエスはキリストですという信仰告白を置いておいてください。それから、最優先の告白のものにしてください。なぜでしょうか。イエスがキリストだという信仰こそが最高の奇跡です。それによってこれから正しい真の奇跡を体験するようになります。
そして、もう一つはその告白を持っている自分自身、クリスチャンである、信者である自分、告白している自分が肉体的な条件と関係なく、最高の人生、最高に幸せな、最高に豊かな者で、そのような人生であるということを確認し、その確信をいつも確認し持つようにしてください。その内容については皆さんご存知ではないでしょうか。それが皆さんの喜びと確信になるほど毎日、考え続けるようにしてください。「イエスはキリストです。そのイエスは私の永遠のいのちです。いつまでも聖霊をとおしてともにおられるから、私のすべての運命、すべての不幸、地獄の運命、私の人生の問題はすべて葬られもう終わりました。私にはもう問題はありません。私にあるのは神がともにおられる希望にあふれるいのちだけです。私は幸いな者です。私は神の子どもです。どれほど祝福されているでしょうか。こんな小さい者、こんなつたない者をとおして世界を変えることができる、大きい者を倒すことができる、すべての条件を神様が全部満たしていらっしゃいます」それをよく分かっていないのでしょうか。だから、それが具体化されるための聖霊充満だけを求めればよい存在です。他のことは「あなたがたは知らなくてもよい」のです。植民地であろうが、刑務所の中であろうが、外であろうが、病気であろうが、健康であろうが関係ありません。あなたがたは幸いな者です。イエスがあなたのために尊い血を流されてあなたは根本から違う存在、新しい被造物に変えられた者です。イエスの血が塗られる瞬間、その人は以前のものは残りません。消えて去って行きます。まったく新しいものに変えられます。イエスの血が塗られるとそのような者になります。四方八方から苦しめられても窮することがない、倒されても滅びることはない、なにがどうであっても関係ない、内側に宝のキリストを持っているから、自分がそのような存在であることを毎日、考えて、考え抜くようにしてください。それだけです。別にお金もかかりません。努力もいりません。
いつまでこれを考えればよいのかというと、皆さんの心の中で今まで求めていた、ここで奇跡と表現しましたが、たいした何か、すごい何か、偉い何かなどをいつも求めるでしょう。それを求めないで神の国を求めるところまで行くようになります。極端に言いますと自分がどこに行くのか、なにをするのか、どうなるのかなどは私は知りません。関係ありません。私がアフリカに行こうが農村に行こうが私は知りません。私が行く所々において神の国が臨まれ、暗闇の力が砕かれいのちの働きがなされるようにと祈っていると、それにともなって神様は加えて与えられるし、ときには殉教の祝福も与えられるし、ときには病気も与えられるし、ときには病気も奇跡を持って治すこともあるし、どちらにしても私はかまいません。神の国よ。私をとおして、私の持っているものをとおして、私の人生をとおして福音が、唯一の希望であるキリストが宣べ伝えられるように。またそれを聞いたクリスチャンの兄弟姉妹がキリストしか道がないと言う同じ告白ができるように、そのために祈ること、それに集中して行くことです。そうなります。なぜそうならないのかというと、皆さんが信仰を最高のところに持っていっていないからです。イエス様を信じているにもかかわらず信仰がずっとどこかにあって、いまだに偉いたいしたものを求めて、それがないから悲しい、偉いすごいことがないから満足がないというような状態なので、あろうがなかろうが、満腹であろうがお腹がすいていても、貧乏でも富んでいる者でも、刑務所の中、外でも関係ありません。イエスがキリストですから。キリストを持っている者ですから。神の御心であれば何事でもできる存在です。悪魔に打ち勝つことができる存在です。そのことを豊かに味わい、それで満足して、それで喜ぶようにしないと、また奇跡を求めるようになります。違う方向にまた行きます。余計な消耗をして、余計な戦いに人生を費やすようになってしまいます。私たちはひとつだけを求めています。神の国が臨まれることのためにオンリー聖霊が臨まれること、それだけに集中すれば他は神様がすべて計画通りに進めていらっしゃるのですから、なにも気にしなくてもよいのです。皆さんはひとりひとりが尊い存在です。気づけばよいのです。皆さんひとりひとりの中に神様はその現場の暗闇の力を砕いて神の国が臨まれるための聖霊の爆弾を皆一つずつ与えていらっしゃいます。だから、尊い存在です。皆さんの今の状況、肉体的な条件がどうであろうが、問題はイエス様をキリストとして信じているのであれば尊い存在です。尊い存在だと分かると、それに合わせて態度を決めることを愛と言います。でも、それを知らない限りは愛は愛ではありません。神が私たちを愛したように神の愛は霊的なことが分かっていない限りは理解できません。私たちも同じです。人間的な愛にだまされないようにしてください。それがある、ないということに気にしないようにしてください。本当の愛はそうではありません。田中さんが尊い存在なのが分かるから、ただまだ気づいていない場合には我慢して忍耐を持って祈りつつ、そこに気づいてもらおうと爆弾が爆発するようにどうにか祈りつつ、どのようにすればそれがなるかと工夫することを愛と言います。
ぜひ整理してください。皆さんの中で一番大事なものは何でしょうか。子どもでしょうか。大学の賞状でしょうか。就職決定のサインでしょうか。なにが一番大切でしょうか。音楽をやっている方はヴァイオリンでしょうか。何が一番宝でしょうか。イエスがキリストだと分かって信じて受け入れるその信仰です。それを大事にすればよいのです。最高のところに置いてください。そうして神の国を求めるようになれば、そのために神様は奇跡をこれから私たちに与えられます。そういう意味で私たちは奇跡の人生になります。奇跡はひとつのパターンだけを意味するのではありません。すべての奇跡はイエス様がキリストだということをお証しする資料として使うだけです。それ以外の目的は一切ありません。それで「私は偉いでしょう」となるとその日から終わりです。皆さんの内側から奇跡を現すような能力がありますか。もしそれが現れたのであれば内側にいらっしゃるイエス様が目的のためにやったことでしょう。だから、皆さんは後ろに隠れてください。イエス様がキリストだというお証しの資料です。使徒の働きを見ると全部そういう形です。「私が言っていたイエス、この方がよみがえられ天にいらっしゃるからこうなったのでしょう。だから、イエス様がキリストだったのです」とそのこと以外には何も言いません。死んだ人が生き返ったときにも、よく使徒の働きを読んでみてください。一番大事なものを持っていらっしゃるのでそれを皆さんの頭の中で取り返して取り戻してください。勝利を祈りたいと思います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。イエスがキリストであるということを、この小さな唇でお証しすることができる幸いを感謝します。神様がキリストの血潮によって買い取られた尊い兄弟姉妹なのでこのお話が通じ合うことを信じます。聖霊様がひとりひとりに悟りを与えられて、同じ喜び、同じ覚悟を持って残りの生涯を生きていくことができるように、世界で人生の中で自分の中で一番大事なものがイエス・キリストを信じる信仰であることを告白し、そのような位置づけをきちんと整理し、それによる神による奇跡を見ることができるようにひとりひとりを祝福してください。なにも思い煩わないで余計なものにひっかからないで信仰に立つことができるように守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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